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ヨーロッパ文化圏への中国詩の移入 :
I。 その小史













デ。メンドー サ (Juan Gonzalez de Mendoza,15451618)の存在は,その影響力から言っても先
の二人を凌ぐ,黎明期を画するものである。メンドー サはスペイン人で,マテオ・ リッチと同様,
宣教師として中国に滞在したが,1585年,『シナ大王国記』をスペイン語で著すやいなや,パリでそ






































1658-1708)や,ブー ヴェ神父 (JOachim BOuvet,1665-1730),またアミオ神父 (AmiOt)がいる。
重要なのはジャン=バティスト・ ド・アルドネ申父 (」ean―Baptiste du Halde)でぁり,彼自身は一
度も中国の地に足を踏み入れることなく,北京の宣教師たちの資料に基づいて,中国に関する完璧
な四巻本の書を著した (《Description gOographique,historique,chrOnologique,politique et phy―
sique de l'Empire de la Chine≫,1735)。この著作は,十八世紀において,中国についての最も評
価の高い情幸艮源とされた。さらに特筆すべきは ド・プレマール神父(JOSeph de Prёmare 1666 1735)



































ル (Roy EarI Teele)もこの考え方をする。《The earliest group of poems preserved in Chinese








早い時期には,上述のフレレが,1714年の論文,《De la Po6sie des chinois》の中で,古代詩から《Chi
―Kine》(詩経)までを詳しく説明している。この論文は1823年に,《HiStoire de rAcadOmie Royale
des lnscriptions et Belles Lettres》(パリで公刊)の中に挿入された。またイギリス人では,ジョン=















フランスでは,十九世紀末に,クヴルール (S.COuVreur)が『詩経 Cheu King』(1896)の翻訳
を出版している。これもまた後に,ウェーリーによってフランス語訳の最上のものと評価されてい
る。こうして,二十世紀始めまで若子の『詩経』訳が輩出する。またドイツでは1880年にヴィクタ







ゴーチェ (Juditt Gautier,18451917)の『白玉詩書』 (《Le L?re de Jade》1867)とエルヴェ・











ヴァンヌ (Edouard Chavannes,18651918)やポール・ペリオ (Paul Pelliot,18781945)など
の出現により,より完璧な様相を見せることになる。こうした背景の中で,いわば主流でない,文
学の,さらには唐代・宋代の韻文が訳されたことは,一般人にはもとより,学者たちをも驚かせる






























































の意義を讃える。《HerVey Saint―Denys was a mOre accurate tFanSlator than Mme.Gautier,but
both these French translators are notable for choice of fine exemples of fr'ang pOetry and for
the fluent prose they used in their translations Enghsh translators、vere no  to show either uch















は,アメリカ人のウイトー ル (James Whitall)が,1918年《Chinese Lyrics from the Book of Jade
―Translated from the French of Judith Gautier》と題して,何人かの中国詩人の詩を抜粋して訳
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している。しかし原詩を見ずに,単にフランス語訳から英語に置き換えていると考えられる。また
もっと最近の例では,訳ではないが, トレヴェルヤン (R,C.Trevelyan)が1945年に彼女の訳詩に














歴史的,地理的,文学的描写』(La《Chine mOderne ou Description historique,gёographique et
httOraire de ce vaste empire,d'aprёs des documents chinois》)が刊行されている。フランスで
は,いわゆる中国文学史の類いの紹介は遅い。十九世紀末の1886年にやっと当時,フランス副領事
であった,Camille lmbault Huart(185797)の,十四世紀から十九世紀の中国詩紹介 (《La PoOsie
chinoise du 14e au 19e SiёCle》)や同じく1892年の,近代詩や詩人,衰梅の紹介 (《POOSies modernes》)
が目につく。
また,1885年には モンテギュ (Emile MontOgut)の東洋の国の書物と心を論じた書物 (《Livres


























英辞典』が上梓され,世紀半ばには, トー マス=フランシス・ウェード(Sir ThOmas FrancisWade,
181895)が中国語の辞書及び発音表記を統一化させた。そのことにより,中国語のアルファベット
表示にはイギリスでは早い時期から秩序化がなされたわけである。ウェードを継いだジャイルズは,
その詳書を改良し (Chinese English Dictionary),それは現在でも実用視されている。  .
十九世紀後半のイギリスでは,ステント(George Carter Stent)が重要である。彼は1871年に中























(《One Hundred and Seventy Chinse Poems》)の中に収めている。彼の訳業は枚挙にいとまない
が,その中でも1923年の,《The Temple and Other poems》は,唐代に到るまでの文学詩史として
も精密な仕事である。そうした状況の中で,中国語は知らなくとも,中国詩の訳業の文学性,詩的
価値の高いことで重要なのは,当時アメリカからやってきたエズラ・パウンド (Ezra Pound)であ
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る。一時期,彼はウェーリーなどとも仕事を共にしている。《Cathay》の中には,Rihaku(日本語)








が唐・朱時代の詩人訳のアンソロジーとして出した,《A Feast of Lanternes》(1916)や,二十世紀
初頭のハート (Henry Hart)の『百姓』 (《POems Ofthe Hundred Names》(1933)を挙げておく。
1930年代のフレッチャー (W.J.B.Fletcher)の,二百余りの唐代の詩訳は,押韻と原詩を並べ置く























(G.MargOuliёs)による中国文学史 (L'≪Histoire de la LittOrature chinoise》1931)や,フラン
スに留学で滞在している中国人たちによって,いわゆる教科書的な中国文学史の本が刊行される(1933
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Introduction des poёmes chinois en Europe:
1.une histoire so■1]■aire
Dans cet article,j'ai exposO une part du rёsultat d mes recherches sur les situations des poёmes ch nois
introduits en EurOpe au XIXe siёcle:il est question de savoir comment ils y ont ёtO e us t comment ils y ont
OtO interprOtOs.
Notamment i'ai exanュinO cette question mettant en lunュiёre les cas des deux pays, de la France et de
l'Angleterre;parce qu'ils sont en corrOlatiOn intёressante l'un avec l'autre sur ce s?et E  pour le  deux pays,
j'ai parcOuru l'Ovolution de llnterprOtation des poёmes chinois,du dObut au tournant durant tout le XIXe siёcle

